
1 
 

合同教育研究会議（３月 28日開催）議事概要 

 

１ 開催日時  

平成 30年３月 28日（水）13：00～14：25 

 

２ 場所  

本部棟３階 特別会議室 

 

３ 出席者  

鈴木学長、齋藤副学長兼高等教育推進センター長、石堂副学長兼企画本部長、 
堀江副学長兼事務局長、高橋教育支援本部長、似鳥学生支援本部長、 
渡邊研究・地域連携本部長、武田看護学部長、狩野社会福祉学部長、 
猪股ソフトウェア情報学部長、吉野総合政策学部長、千葉盛岡短期大学部長、 
菊池生活科学科長、石橋国際文化学科長、田中宮古短期大学部長、曻髙経営情報学科長、 
浅沼委員（学外委員：名古屋大学名誉教授） 
 
（事務局）森事務局次長兼総務室長、藤本教育支援室長、坊良学生支援室長、 

佐藤研究・地域連携室長、菊池企画室長、瀧澤宮古事務局長、 
関屋調査広報課長、高橋主幹 

 
４ 会議の概要 

議事録確認 

前回会議３月 14日の議事録（議事概要）については、原案のとおり了承された。 

 

審議事項 

（１）岩手県立大学学則の一部を改正する学則について（資料№１） 

高橋本部長から資料に基づき、岩手県立大学学則の一部を改正することについて説明

があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（２）岩手県立大学大学院学則の一部を改正する学則について（資料№２） 

高橋本部長から資料に基づき、岩手県立大学大学院学則の一部を改正することについ

て説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（３）岩手県立大学大学院社会福祉学研究科履修規程の一部を改正する規程について 

（資料№３） 

高橋本部長から資料に基づき、岩手県立大学大学院社会福祉学研究科履修規程の一部

を改正することについて説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（４）岩手県立大学盛岡短期大学部学則の一部を改正する学則について（資料№４） 

高橋本部長から資料に基づき、岩手県立大学盛岡短期大学部学則の一部を改正するこ

とについて説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
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（５）岩手県立大学宮古短期大学部学則の一部を改正する学則について（資料№５） 

高橋本部長から資料に基づき、について説明があり、岩手県立大学宮古短期大学部学

則の一部を改正することについて説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（６）岩手県立大学宮古短期大学部履修規程の一部を改正する規程について（資料№６） 

高橋本部長から資料に基づき、岩手県立大学宮古短期大学部履修規程の一部を改正す

ることについて説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（７）宮古短期大学部ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーの一部改正に

ついて（資料№７） 

高橋本部長から資料に基づき、宮古短期大学部ディプロマ・ポリシー及びカリキュラ

ム・ポリシーの一部を改正することについて説明があり、審議の結果、原案のとおり

承認された。 

 

（８）公立大学法人岩手県立大学ハラスメントの防止及び対策に関する規程の一部改正

について（資料№８） 

石堂本部長から資料に基づき、公立大学法人岩手県立大学ハラスメントの防止及び対

策に関する規程の一部を改正することについて説明があり、審議の結果、字句修正等

所要の整理を行った上で改正を行うものとされた。 

 

協議事項 

 なし 

 

報告事項（口頭報告） 

（９）平成 30年度岩手県立大学 COCプラス推進体制について（資料№９） 

齋藤副学長から資料に基づき、平成 30年度の COCプラス事業の推進体制について説

明があった。 

 

（10）教職課程再課程認定申請について（資料№10） 

    高橋本部長から資料に基づき、教職課程再課程認定申請の状況について報告があった。 

 

（11）東日本大震災の被災学生を対象とした入学料免除制度の継続について（資料№11） 

    高橋本部長から資料に基づき、平成 31年度においても被災学生の入学料免除を継続

することについて報告があった。 

 

（12）国際交流推進委員会の平成 29年度取組総括及び平成 30年度計画について（資料№12） 

齋藤副学長から資料に基づき、国際交流推進委員会の平成 29年度の取組の総括及び

平成 30年度計画について説明があった。 

委員から国際交流推進室の設置についての質疑があり、これに対し、人員配置等の関

係から現在積み残しとなっているが、中期計画に掲げるグローバル人材の育成を今後

どのように展開していくかを踏まえながら体制を整えていきたいとの説明があった。 

    また、大学主催短期海外研修への今年度の参加学生が少なかったことから、３コース

設置する意義も含めて参加学生を増やすことを検討してほしい、学生への支援度の高

い文部科学省のトビタテ！留学 JAPAN といった海外派遣プログラムについても周知を

図ってほしいなどの意見があった。 
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（13）国際交流協定の更新について（オーストリア共和国アッパーオーストリア応用科学大

学）について（資料№13） 

高橋本部長及び猪股研究科長から資料に基づき、ソフトウェア情報学研究科とオース

トリア共和国アッパーオーストリア応用科学大学との国際交流協定を更新することに

ついて説明があった。 

 

（14）平成 29年度第３回学生支援委員会の開催結果について（資料№14） 

似鳥本部長から資料に基づき、学籍異動の手続きを全学的に統一することについて報

告があった。 

委員から、学生支援委員会でも意見が出されているが、退学、停学の場合、手続きを

全学で統一することにより二重学籍となるおそれも考えられることから、柔軟な対応

をお願いしたいとの意見があり、個別事情による場合は相談いただきたいとの説明が

あった。 

 

（15）平成 29年度岩手県立大学の就職内定状況（３月 15日現在）について（資料№15） 

似鳥本部長から資料に基づき、３月 15日現在の就職内定状況について報告があった。 

 

（16）平成 30年度岩手県と岩手県立大学との意見交換会の開催について（資料№16） 

石堂本部長から資料に基づき、平成 30年度の県との意見交換会の開催日程等につい

て説明があった。 

 

（17）事務局組織の見直しについて（資料№17） 

森事務局次長から資料に基づき、平成 30年度から高等教育室及び入試課を設置する

ことについて説明があった。 

 

報告事項（資料報告） 

（18）平成 30年度大学院入試（第２次募集）入学手続結果について（資料№18） 

（19）平成 30年度入学式について（資料№19） 

（20）産学連携知的財産アドバイザー派遣事業の採択決定について（資料№20） 

 

その他 

  なし 


